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工業用水道事業 

1 岡山工業用水道 

（1） 沿 革 

本市の工業用水の供給は、当初、上水道の給水計画の中に包含されてきたが、昭和 30 年代に入ると市

の南部が工業地帯として発展してきたことや、岡山市が工業都市として発展するための工場誘致に資す

るうえからも、豊富で低廉な工業用水を供給する専用工業用水道の建設が、必然的に要請されるに至っ

たため、計画 1 日給水量 100,000m3で、工期昭和 33（1958）年 12 月から昭和 41（1966）年 3 月まで、

総事業費 8億 5,494万円で工事を完了し、昭和 41年 4月 1日から送水を開始することとなった。さらに、

岡南地区に 700mm 送水管を 297m 布設し、昭和 42 年度に浜野地区に口径 500mm 配水管を 397.3m 布設

して拡張してきた。 

契約水量は、昭和 46 年度の 40,044 ㎥/日をピークに徐々に減少を続け、現在の給水先は７事業所で契

約水量 24,285 ㎥/日となっている。なお、令和 2 年 3 月には、上工水施設共用化事業（令和６年度開始）

に伴い、給水能力を 70,000 ㎥/日から 25,000 ㎥/日に変更している。 

 

 

（2） 計画の概要 

給水区域   岡山市旭川以西、笹ヶ瀬川以東、津山線及び瀬戸大橋線以東の間で、 

北区北方以南児島湾に至る区域 

水源の種別  旭川伏流水 

給水能力   25,000m3/日 

 

 

(3) 給水事業者 

事業者名 契約水量 

(株)岡山製紙 

24,285m3/日 

大建工業(株)岡山工場 

DOWA エレクトロニクス岡山(株) 

デリカサラダボーイ(株) 

(株)衛生センター 

(株)クラレ岡山事業所 

(株)岡山ランドリー 
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（4） その他 

上工水施設共用化事業の開始に伴う負担金発生に加え、物価高騰に伴う材料費、動力費等の増加によ

り損益赤字へ転じる見通しとなったため、令和 5 年 11 月定例市議会に条例の一部改正案を上程、12 月

に原案どおり可決し、令和 6 年 4 月から給水使用料金及びメーター使用料の改定を行った。 

 

 

２ 御津工業用水道 

(1) 沿 革 

旧御津郡御津町においては工業団地が多く造成され、企業誘致に資するうえからも工業用水道の建設

が要望されたため、昭和 61（1986）年の事業採択、昭和 63（1988）年の経営認可を経て平成 3（1991）

年 6 月から給水を開始した。 

御津工業団地は、岡山県による吉備高原地域テクノポリス構想の中核工業団地として、さらに岡山空

港に隣接する臨空型工業団地として、県営工業団地17区画 126ha、サブ団地として町営工業団地 2 区画

4ha が計画され造成が行われた。 

県営工業団地1期事業として南側（36ha、6区画）を昭和57年度から62年度、2期事業として北側（90ha、

11 区画）を平成元年度から 5 年度で完成した。 

御津地区の工業用水道は、この県営工業団地と町営工業団地に対して日量 3,000m3 を給水するものと

して経済産業省（旧通産省）の国庫補助事業採択を受け、工期昭和61年から平成5年（1993年）まで、

総事業費5億 3,737万円で工事を完了した。現在の給水先は 7 事業所となっている 

なお、令和5年 12月に上水道の紙工浄水場休止に伴う系統変更と配水量の減少に合わせ届出を行い、

令和6年 4月からの給水能力を2,100㎥/日に変更した。 

 

 

(2) 計画の概要 

給水区域   岡山市北区御津河内、御津宇垣及び御津高津の区域 

水源の種別  地下水（浅井戸） 

給水能力    2,100m3/日 
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(3) 給水事業者 

事業者名 契約水量 

大日本印刷(株)岡山第 1 工場 

1,210m3/日 

日本ゴア(同)岡山工場 

メタコート工業(株) 

大日本印刷(株)岡山第 2 工場 

アサゴエ工業(株) 

(株)貝阿弥紙商店 

ネオケミカル(株) 

 

 

（4） その他 

慢性的な赤字経営で事業継続に必要な資金が確保できていない状況に加え、物価高騰に伴う材料費、

動力費の増加により純損失の拡大が見込まれたため、令和 5 年 11 月定例市議会に条例の一部改正案を上

程、12 月に原案どおり可決し、令和 6 年 4 月から給水使用料金の改定を行った。 
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３　施設の概要

（1）　岡山工水

取水施設 RC構造
円形

RC構造
矩形

配水施設 
両吸込渦巻ポンプ φ400×24m×18.3m

3
／min 2台

立軸斜流ポンプ φ400×12m×21m
3
／min 2台

仕切弁 75個
消火栓 29個
空気弁 61個

（2）　御津工水

取水施設 RC構造
（上水道施設と共用） 円形

送配水施設 

（上水道施設と共用）

軸馬力　185PS
出力　　150ｋVA

仕切弁 6個
空気弁 1個

仕切弁 26個
空気弁 6個

※1　：　上水道施設と共用。上水道施設における導水ポンプ井
※2　：　上水道施設と共用。上水道施設における導水ポンプ
※3　：　上水道施設と共用。上水道施設における導水管
※4　：　上水道施設と共用。上水道施設における導水管付属設備
※5　：　上水道施設と共用。上水道施設における原水調整池

内径6m×深6.6m

内径6m×深10.0m

長辺16.6m×短辺8m×深7.5m

配水ポンプ

遊離炭酸除去装置

取水井

φ80×23m×1.31m
3
／min水中ポンプ

11井

1,229.57m

1式

1井

1井

送水管(※3)

送水ポンプ(※2)

送水ポンプ井（※1） RC構造

多段渦巻ポンプ

配水池(※5)

取水井

取水管

取水ポンプ

次亜塩注入設備

取水井
　(ポンプ井）

配水管

配水管付属設備

配水管 4,773.63m

配水管付属設備

発電設備

送水管付属設備(※4)

ディーゼル発電機

RC構造 590m
3
（295m

3
×2） 1池

1台

13,494.47m

液中ポンプ 2台0.12～12.3ml/min

76m
3
（38m

3
×2）

φ125×147m×1.45m
3
／min

1井

4,010.40m

3台

3台
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4　業　務

　(1)　取水量 （単位：m3）

取　水　量 1日平均取水量 取　水　量 1日平均取水量

4 615,090 20,503 22,713 757

5 603,720 19,475 24,868 802

6 608,980 20,299 31,105 1,037

7 625,260 20,170 39,438 1,272

8 619,890 19,996 34,289 1,106

9 607,230 20,241 32,616 1,087

10 609,560 19,663 27,613 891

11 613,300 20,443 23,424 781

12 614,270 19,815 21,591 696

1 630,960 20,354 21,735 701

2 553,240 19,759 21,063 752

3 608,620 19,633 21,691 700

計 7,310,120 20,028 322,146 883

前年度計 7,200,120 19,672 313,359 856

　(2)　配水量 （単位：m3）

御津工水

配　水　量 実使用水量 無収水量 配　水　量

4 615,090 540,622 74,468 22,713

5 603,720 535,098 68,622 24,868

6 608,980 539,572 69,408 31,105

7 625,260 553,629 71,631 39,438

8 619,890 547,303 72,587 34,289

9 607,230 538,540 68,690 32,616

10 609,560 541,066 68,494 27,613

11 613,300 545,081 68,219 23,424

12 614,270 548,820 65,450 21,591

1 630,960 566,525 64,435 21,735

2 553,240 496,039 57,201 21,063

3 608,620 548,152 60,468 21,691

計 7,310,120 6,500,447 809,673 322,146

前年度計 7,200,120 6,546,756 653,364 313,359

岡山工水

三野ポンプ場（伏流水） 金川取水場（地下水）

月

区分

月

区分

73



　(3)　有収水量・無収水量

　　岡山工水 （単位：m
3
、％）

年間配水量 1日平均配水量 有収水量(実使用水量) 無収水量 有収率

7,310,120 20,028 6,500,447 809,673 88.9

　　御津工水 （単位：m
3
、％）

年間配水量 1日平均配水量 有収水量(実使用水量) 無収水量 有収率

322,146 883 320,851 1,295 99.6

　(参考)　

　　岡山工水 （令和５年度）

7,200,120 19,672 6,546,756 653,364 90.9

　　御津工水

313,359 856 311,575 1,784 99.4
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（6）　水質検査成績

基準値※1 最高 最低 平均 最高 最低 平均

気温 (℃) 31.9 2.9 17.8 34.0 0.9 19.6

水温 (℃) 26.6 7.7 17.2 20.4 15.5 18.0

濁度 (度) 20 以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

水素イオン濃度
（ｐH 値）

(-) 5.8～8.6 7.0 6.7 6.9 7.3 6.9 7.2

アルカリ度 (mg/L) 5 以上 36.0 23.0 28.4 49.5 36.5 42.1

硬度 (mg/L) 100 以下 34.8 28.5 31.7 60.4 40.4 49.7

蒸発残留物 (mg/L) 200 以下 78 59 69 101 77 89

塩素イオン (mg/L) 20 以下 9.3 5.1 6.6 9.3 6.2 7.7

鉄イオン (mg/L) 1 以下 0.02 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

※1　岡山市工業用水道条例第29条による

岡山工業用水道 御津工業用水道

検査項目
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(3)　給水原価構成

　　　岡山工水

（注）

1　職員給与費＝給料＋(手当等－児童手当)＋法定福利費＋退職給付費

2　減価償却費＝減価償却費－（長期前受金戻入額＋資本費繰入収益）

3　その他物件費＝修繕費＋路面復旧費＋薬品費＋材料費

4　その他の経費の中に、児童手当を含める

区分 原価費用 構成比率 1m3あたり原価

項目 単位 円 ％ 円

61,901,282 29.9 9.52

支払利息 350,533 0.2 0.05

減価償却費 31,584,279 15.2 4.86

動力費 13,123,569 6.3 2.02

その他物件費 6,249,080 3.0 0.96

1,665,875 0.8 0.26

92,417,222 44.6 14.22

207,291,840 100.0 31.89

（注）構成比率及び1m3あたり原価は、端数を四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。

合 　計

資本費

物件費

職員給与費

委託料

その他経費

資本費

4.91円

15.4%
物件費

2.98円

9.3%

職員給与費

9.52円

29.9%

支払利息

0.05円

0.2%

減価償却費

4.86円

15.2%
動力費

2.02円

6.3%

その他物件費

0.96円

3.0%

委託料

0.26円

0.8%

その他経費

14.22円

44.6%

31.89円

給水原価
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　　　御津工水

（注）

1　職員給与費＝給料＋(手当等－児童手当)＋法定福利費＋退職給付費

2　減価償却費＝減価償却費－（長期前受金戻入額＋資本費繰入収益）

3　その他物件費＝修繕費＋路面復旧費＋薬品費＋材料費

4　その他の経費の中に、児童手当を含める

区分 原価費用 構成比率 1m
3
あたり原価

項目 単位 円 ％ 円

3,403,077 15.6 10.61

支払利息 0 0.0 0.00

減価償却費 10,409,502 47.8 32.44

動力費 6,021,579 27.6 18.77

その他物件費 438,961 2.0 1.37

0 0.0 0.00

1,526,682 7.0 4.76

21,799,801 100.0 67.94

（注）構成比率及び1m
3
あたり原価は、端数を四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。

職員給与費

委託料

その他経費

合 　計

資本費

物件費

資本費

32.44円

47.8%

物件費

20.14円

29.6%

職員給与費

10.61円

15.6%

減価償却費

32.44円

47.8%

動力費

18.77円

27.6%

その他物件費

1.37円

2.0%

その他経費

4.76円

7.0%

67.94円

給水原価
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分

析

分
析

項
目
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式

指
標

算
式

（
６

年
度

)
説

明

総
収
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比

率
％

×
1
0
0

1
1
6
.6

7
1
3
3
.3

4
1
3
2
.7

7
1
2
4
.2

0
8
6
.1

5
×

1
0
0

収
益

と
費

用
の

相
対

的
な

関
連

性
を

示
す

。
1
0
0
％

が
損

益
の

分
岐

点
と

な
る

。
営

業
収

支
比

率
％

×
1
0
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1
1
5
.1

1
1
3
1
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0
1
2
5
.6

8
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3
1
.1

1
1
2
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1
0
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己
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本
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回
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.1

2
0
.1

2
0
.1

1
0
.1

1
0
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自

己
資

本
に

対
す

る
営

業
収

益
の

割
合

を
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す
。

こ
の

率
が

高
い

ほ
ど

投
下
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本
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て

営
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と

を
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す
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回
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収
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。
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収
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収
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収
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0
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損

益
)が

ど
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収

益
性

が
高

い
。

流
動

比
率

％
×

1
0
0

1
8
4
1
.5

1
6
7
8
.1

1
1
4
7
1
.7

1
1
3
7
8
.6

7
7
8
3
.9

6
×

1
0
0

流
動

負
債

に
対

す
る

流
動

資
産

の
割

合
で

、
短

期
債

務
に

対
す

る
支

払
能

力
を

示
す

。
公

営
企

業
で

は
、

1
0
0
％
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産

合
計

中
の

固
定

資
産

の
割

合
を

示
す

。
水

道
事

業
は

施
設

型
の

企
業

の
た

め
、

こ
の

比
率

は
高

い
。

固
定

資
産

対
長

期
資

本
比

率
％

×
1
0
0

5
0
.2

6
5
2
.2

3
4
9
.3

4
4
6
.7

9
4
6
.9

3
×

1
0
0

固
定

資
産

が
ど

の
程

度
長

期
資

本
に

よ
っ

て
調

達
さ

れ
て

い
る

か
を

示
す

。
こ

の
比

率
は

常
に

1
0
0
％

以
下

で
、

か
つ

、
低

い
こ

と
が

望
ま

し
い

。

固
定

比
率

％
×

1
0
0

5
3
.9

6
5
5
.6

2
5
2
.3

7
4
9
.2

7
4
8
.9

6
×

1
0
0

自
己

資
本

が
ど

の
程

度
固

定
資

産
に

投
下

さ
れ

て
い

る
か

を
示

す
。

率
は

低
い

ほ
ど

よ
い

。
1
0
0
％

以
下

の
場

合
は

、
自

己
資

本
の

枠
内

で
お

さ
ま

っ
て

い
る

。

固
定

負
債

構
成

比
率

％
×

1
0
0

6
.6

7
5
.6

3
5
.5

8
4
.8

4
3
.8

6
×

1
0
0

総
資

本
に

対
す

る
固

定
負

債
の

割
合

（
他

人
資

本
依

存
度

）
を

示
す

。
率

は
低

い
ほ

ど
よ

い
。

利
子

負
担

率
％

×
1
0
0

2
.2

5
2
.2

4
2
.1

9
2
.2

1
2
.2

4
×

1
0
0

負
債

に
占

め
る

支
払

利
息

の
負

担
の

割
合

（
外

部
利

子
の

平
均

利
率

）
を

示
す

。
率

は
低

い
ほ

ど
よ

い
。

減
価

償
却

率
％

×
1
0
0

3
.5

6
4
.1

3
3
.9

6
4
.0

7
4
.1

4
×

1
0
0

償
却

対
象

固
定

資
産

に
対

す
る

平
均

償
却

率
を

示
す

。

起
債

元
金

が
、

そ
の

補
て

ん
財

源
で

あ
る

減
価

償
却

費
に

占
め

る
割

合
を

示
す

。
率

は
低

い
ほ

ど
よ

い
。

企
業

債
償

還
元

金
対

減
価

償
却

費
比

率
％

×
1
0
0

5
.8

2
5
.2

4
4
.4

7
4
.6

0
4
.7

6
×

1
0
0

×
1
0
0

企
業

債
利

息
対

料
金

収
入

比
率

％
×

1
0
0

0
.2

2
0
.2

0

企
業

債
償

還
能

力
を

示
す

。
率

は
低

い
ほ

ど
よ

い
。

0
.9

7
0
.9

5
0
.8

0
×

1
0
0

0
.1

8
0
.1

6
0
.1

2

企
業

債
元

利
償

還
金

対
料

金
収

入
比

率
％

×
1
0
0

1
.1

9
1
.1

7
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(2

)　
業

務
分

析

２
年

度
３

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

年
間

総
有

収
水

量
6
,8

2
1
,2

9
8

年
間

総
配

水
量

7
,6

3
2
,2

6
6

年
間

総
配

水
量

7
,6

3
2
,2

6
6

有
形

固
定

資
産

9
5
,1

6
3

年
間

総
配

水
量

7
,6

3
2
,2

6
6

導
送

配
水

管
延

長
2
2
,2

7
8

年
間

総
有

収
水

量
6
,8

2
1
,2

9
8

損
益

勘
定

所
属

職
員

数
8

営
業

収
益

2
9
5
,4

2
9

損
益

勘
定

所
属

職
員

数
8

有
形

固
定

資
産

9
5
1
,6

3
1

全
職

員
数

8

経
常

費
用

－
受

託
工

事
費

等
2
2
9
,8

0
2
,2

8
0
‐
7
1
0
,6

3
9

年
間

総
有

収
水

量
6
,8

2
1
,2

9
8

給
水

収
益

2
9
3
,6

9
3
,1

9
6

年
間

総
有

収
水

量
6
,8

2
1
,2

9
8

分
析

項
目

公
式

指
標

算
式

（
６

年
度

)
説

明

有
収

率
％

×
1
0
0

9
0
.8

4
9
1
.3

3
9
1
.3

3
9
1
.2

8
8
9
.3

7
×

1
0
0

配
水

量
の

う
ち

、
収

益
を

伴
う

水
量

の
割

合
を

示
す

。
こ

の
率

が
高

い
ほ

ど
よ

い
。

固
定

資
産

使
用

効
率

㎥
/
万

円
7
2
.9

9
7
1
.0

3
6
9
.0

5
7
6
.6

4
8
0
.2

0
有

形
固

定
資

産
に

対
す

る
年

間
総

配
水

量
の

割
合

で
、

こ
の

率
が

高
い

ほ
ど

施
設

が
効

率
的

で
あ

る
こ

と
を

表
す

。

配
水

管
使

用
効

率
㎥

/
ｍ

3
3
8
.9

6
3
5
0
.8

3
3
3
9
.1

6
3
3
7
.2

6
3
4
2
.5

9
導

・
送

・
配

水
管

の
布

設
延

長
に

対
す

る
年

間
総

配
水

量
の

割
合

で
、

こ
の

率
が

高
い

ほ
ど

投
資

効
率

が
高

い
こ

と
を

表
す

。

職
員

1
人

あ
た

り
有

収
水

量
㎥

5
7
1
,6

4
1

5
9
4
,8

6
6

5
7
5
,0

9
4

5
7
1
,5

2
8

8
5
2
,6

6
2

職
員

の
労

働
生

産
性

の
良

否
を

示
す

指
標

職
員

1
人

あ
た

り
営

業
収

益
千

円
1
9
,9

2
0

2
0
,3

4
9

2
0
,1

0
0

3
6
,9

2
9

職
員

1
人

あ
た

り
有

形
固

定
資

産
千

円
8
6
,2

1
1

9
1
,6

9
6

給
水

原
価

円
3
0
.1

6

2
0
,5

0
0

9
1
,1

9
2

8
1
,6

9
6

1
1
8
,9

5
4

3
4
.2

0
3
4
.9

4
3
5
.8

7
4
3
.0

6

2
5
.8

4
2
7
.7

6
2
7
.3

1
3
3
.5

8

1
ｍ

3
当

た
り

の
販

売
価

格
。

1
ｍ

3
当

た
り

の
生

産
価

格
（
H

2
6
年

度
以

降
、

長
期

前
受

金
戻

入
、

資
本

費
繰

入
収

益
を

差
し

引
く

）
。

供
給

単
価

円
3
4
.8

5
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